
2014 フェスティバルご協力ありが
とうございました。 
 

 １０月１９日は、高齢者の運動会や、子供祭り、

環境フェスタなど、様々な行事が重なって、参加

はいつもより少な目でしたが、赤ちゃん連れの方

がたくさん来られたことと、ゆったりと、いつも

は自分のブースから出られない担当者も、様々な

ブース体験ができて、それなりの成果がありまし

た。多くの写真を使った市民社協の活動紹介や、

そ〜らの家、月見路の二つのテンミリオンハウス、

東部福祉の会の活動などもみていただけました。

本宿コミセンの、ちょっと辛い備蓄缶詰を使った

お惣菜の紹介（レシピ付き）も好評でしたし、子

供スタッフが担当した、カード式防災クイズや、

障害体験の点字での名刺作りもお客が絶えませ

んでした。 

 本宿小６年生の本宿小が力を入れている防災

学習の成果である記録は素晴らしく、足を止めた

方は皆さん全部めくってご覧になっていました。 

 震災など停電後の電気の復旧は、一度ブレーカ

ーを落としてから一つ一つ安全を確認して復旧

しなければならない理由とそのやり方は、毎年や

ってみて頭に叩き込む必要がありますね。被災地

東北支援の物産品も、お買い上げ感謝します。震

災がくることを忘れないとともに、被災地のこと

も忘れずに応援している気持ちを伝えたいです。

準備や撤収の力仕事も会場での細かい気配りに

も心を尽くしたスタッフさんにも拍手を送って

ください。 
 

１０月２６日午前の防災訓練から 
 災害時にもへこたれない構えは、東部福祉の会

の活動な大きな柱です。フェスティバルは防災の

催しではありませんが、大事なことなので毎年取

り上げています。目にし、手に取り、聞いて確か

めることが必ず役に立ちます。 

水と食料３日分の備蓄と、家具の固定は必ず

お願いします。家具を壁に固定できない方は、

シリコーンのミニシート(西友やヨドバシで売っ

ている)を家具の底の四角に貼るのが予想以上に

効果があります。  

 避難は三中・本宿小、第四小、東京女子大など、

どこに避難しても大丈夫です。ただし、女子大や

成蹊大グランドなどは、避難所は設置されないの

で、情報も物品も提供されません。市の情報や食

料などがあるのは避難所となる市立の学校です。

近い所を予定しても、災害時は信号がつかないと

物資輸送用幹線道路は横断し難かったり、電柱が

倒れて通れない生活道路もあり、行ける場所は変

わります。臨機応変の構えがいります。 

 こうした思いで、避難所で防災訓練に参加して

みると…。 

 東部防災会が、必死に一時避難所開設を検討

しています。しかし、避難所は、校舎の安全が確

認されないと中には入れません。直後は校庭にい

られるだけです。それでも不安な時、互いに支え

合って混乱せずに、正しい情報を共有するにはど

うしたらよいか。参加して、感想を出し合いまし

ょう。チラシのおかげで、赤ちゃん連れの方や妊

婦さんも参加していました。  

 12月６日(土)26年度初動訓練第2弾、三

中で９時半から (２時間程度)に、ぜひ参加し

て感想を寄せてください。コミセン宛でも届きま

す。 
 	 	 	 	 	 東部福祉の会	 会長	 	 原	 利子 
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